
診断・創薬技術の開発 生体分子の機能解明 生体材料で動くナノシステム

例えば、生体内のモータタンパク質は、

どうやって動いているのでしょうか。

一つのモータと複数のモータでは働き

が違うのでしょうか。生体内におけるタ

ンパク質の機能解明にも、マイクロ・ナ

ノ加工技術が使われています。

生体内では、細胞やタンパク質が絶え

ず動いています。この動きを生体外に

取り出すことで、マイクロ・ナノ機械の

駆動力として利用することができます。

未来のナノロボットは細胞やタンパク

質からできているかもしれません。

マイクロ・ナノ加工技術を用いて、生体

内の細胞や組織を三次元的に再現し

て疾患モデルを創ることができます。

このモデルを使うと、生体外で病気を

観察しながら、薬の効能を評価をする

ことができます。

オンチップナノバイオシステムオンチップナノバイオシステム

生体マイクロ・ナノ加工
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生体内の機能を生体外で再現するための
マイクロ・ナノ加工技術
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マイクロデバイス内で⾎管ネットワークができた !
・ まだわかっていない⾎管機能の解明につながる．
・ 疾患モデルとして，診断や創薬技術の開発に応⽤できる．
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マイクロ・ナノ加⼯技術を⽤いた
オンチップバイオデバイス

微細加⼯技術を利⽤して
分⼦ 1 つの運動を⾒る

3 mm

100 μm

こんな⼩さな場所で…微⼩管を分けることに成功︕

硬い微⼩管

軟らかくて
マイナス電荷の微⼩管

20 μm

2 cm
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⽣体分⼦を

⽣体分⼦を

⽣体組織を

カバーガラス

プラス端 マイナス端ス端

⽣体内 (in vivo) ⽣体外 (in vitro)

キネシン微⼩管
ガラス基板 圧縮空気⽤チャネル

窒素ガスチャネル
溶液チャネル

窒素ガス出⼝

溶液⼊⼝

溶液出⼝

圧縮空気導入用PDMS
溶液チャネル
カバーガラス

３つの階層を持つデバイス構造
2 mm

分⼦計測のため微⼩流体デバイス

拡⼤

0 s

180 s

360 s

540 s

50 m

マイクロチャネルへの
微⼩管の導⼊

Organ on a Chip（⽣体機能チップ）
体の中の組織を体の外で再現する

本研究グループでは，MEMS/NEMS（Micro/Nano Electro 
Mechanical System）技術を分⼦から細胞スケールの⽣体材料
と融合した BioMEMS の研究を展開しています．⽣体分⼦の
機能解明のための⽣物物理学的な基礎研究から，細胞培養場
を提供する微⼩流体デバイスの開発まで，ファブリケーショ
ン技術の貢献しうる幅広い研究を対象としています．

グループ紹介

窒素ガス⼊⼝

⽣体分⼦の機能を使ったナノマシン

・ ⽣体分⼦融合型ナノシステムの創製．
・ 生体分子で駆動する未来のロボットへ．

分⼦観察のためのデバイス開発
・ シャーレやガラスの上では不可能な観察を可能に．
・ 生体分子の機能解明に貢献．


